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憲法会議は呼びかけます。「平和、いのち、暮らしを壊す大

軍拡、大増税に反対する請願署名」運動を成功させよう! 
憲法会議は 12月 13 日に「憲法を壊し、戦争を呼び込む安保関連 3文書に断固反対、閣議決定な

どするな!」との声明を発し。そして新年早々の 1月 6日は改めて「平和か戦争かが問われる 2023

年、安保関連３文書閣議決定撤回、大軍拡・大増税・改憲阻止、岸田政権打倒の大運動を呼びかけ

ます」との声明を出し、防衛戦略の基本的姿勢としてきた「専守防衛」を根本的に転換させ「戦争

する国」へと、憲法 9条とは真逆な方向に転換させる、安保戦略、国家防衛戦略、防衛力整備計画

の安保関連 3文書を閣議決定するな、そして閣議決定されてからは撤回せよとたたかおうと呼びか

けきました。 

声明では、安保関連 3文書で掲げた敵基地攻撃能力を保有することは明確な憲法・国際法違反の

「先制攻撃」にも道をひらくもので、全面戦争の危険性もあり、戦争を呼び込むものだと、その危

険性を指摘して来ました。 

 さらに、これらの文書に「平和外交」の記述はないと指摘し、軍拡では他国との緊張を高め、更

なる軍拡の連鎖を生むことになり、軍拡で平和な世界を築くことはできない、憲法 9条を持つ国と

して徹底した平和外交に取り組むべきだと主張。 

 さらに、財源問題で、東日本大震災の「復興特別所得税」を充てることなどとんでもない。物価

高で苦しむ国民に「軍事費のための増税」を押し付けることは、憲法第 25 条の国民の「生活権」

を侵害するものであり、許されませんとも主張して来ました。 

日米首脳会談で、バイデン大統領は安保関連 3文書による防衛政策の大転換を大歓迎。バイデン

政権は外交・安保政策で同盟国との連携を重視し、特に中国を「国際秩序を塗り替える意図と能力

を持つ唯一の競争相手」と位置づけ、日本に安保面での協力強化を求めてきました。それに岸田政

権が、まるで「ポチ」のように応えたからです。 

立憲主義破壊、歴史軽視、米軍従属、国民生活破壊、いずれをとっても、岸田首相は安倍元首相

のはるか上を行っています。亡国の首相のやりたい放題を看過すれば、歴史を繰り返すことになり

ます。 

危険な防衛戦略の大転換に、閣議決定の撤回、大軍拡反対、大増税反対の運動が広がっていま

す。1月 23 日には「平和、いのち、くらし、地域をこわす戦争準備の大軍拡、大増税 NO!連絡会」

(大軍拡 NO!連絡会)が結成され、「大軍拡・大増税 NO!連絡会」は「平和、いのち、暮らしを壊す大

軍拡、大増税に反対する請願署名」(ネット署名・資料 署名用紙)の取り組み、9の日行動等と一体

の大宣伝行動などの運動を全国に呼びかけました。 

憲法講座で「安保三文書と日本の安全保障」とのテーマで纐纈氏講演 
憲法会議は、2月 25 日には「2023 年春の憲法講座」を開催し、纐纈厚山口大学名誉教授に「安

保三文書と日本の安全保障」とのテーマで講演(資料 チラシ)していただき、その日の午後には憲

法会議の第 58 回全国総会を開催し、大軍拡、大増税、改憲阻止。そして岸田政権打倒のたたかい

について意思統一します。 

21 日、22日の ANN の世論調査、岸田内閣の支持率が政権発足以来、最も低い 28.1％になった。

岸田政権を打倒し、大軍拡、大増税、そして憲法改正を阻止する絶好 
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のチャンスです。そのためには、一斉地方選挙で勝利する事、そして 

「大軍拡 NO 連絡会」の運動を全国に広めにひろめ、たたかうことで 

す。皆さん、ともに頑張りまし 

ょう。 

 
 

※署名用紙は、憲法共同センターのホームページからダウンロードしてください。 
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岸田首相、憲法改正「先送りできない」 衆院代表質問 
岸田首相は 26 日の衆院本会議の代表質問で、憲法改正に意欲を示しました。日本維新の会・馬

場伸幸代表が、「憲法改正について衆参両院の憲法審査会が足並みをそろえ、改憲項目を絞った上

で国民投票をいつ実施するか。国会発議に向けて意見集約を加速させるべきだ」と質問。 

これに岸田首相は「私自身が（自民）総裁選などを通じ、任期中に憲法改正を実現したいという

ことは申し上げてきた。憲法改正は先送りできない課題であり、こうした考えにいささかの変わり

もない。首相の立場から憲法改正議論の進め方や内容について直接申し上げることは控えなければ

ならないが、憲法改正は最終的に国民の判断が必要であり、与野党の枠を超えてさらに積極的な議

論を期待したい」と答弁しました。 

岸田首相は 1月 1日付けの「読売」インタビューで自民党総裁の任期終了（2024 年 9 月）までに

「憲法改正を実現したい考えにいささかの変わりもありません」と表明。同日付の「産経」の対談

では、9条への自衛隊明記や緊急事態条項創設などの改憲は「極めて現代的な課題」であり「改憲

の最優先事項」と語り、改憲へ意欲を示していました。 

 

各地のとりくみ 
埼玉 埼玉高校障害児学校教職員九条の会「2022 年度総会・学習会」開催 
 埼玉高校・障害児学校教職員「九条の会」は 1月 29 日、埼玉教育会館で「2022 年度総会・学習

会」を開催しました。 

 総会では冒頭、埼玉県高等学校教職員組合の中央執行委員として高校・障害児学校の教育の充実

と子どもたちの教育条件の整備・充実を求め奮闘され、今回退職し、4月の埼玉県議選で川口市の

選挙区で、日本共産党から立候補される山﨑すなおさん(38 歳)があいさつしました。山﨑氏は「子

どもを守るのが学校、子どもたちが学び・成長できる学校の教育条件の整備・充実等に奮闘した

い。また、平和を守ることが一番。憲法を守り・いかすために、軍事対軍事ではなく平和外交に徹

するような政治に転換させていきたい」等と、県議選への決意を述べました。 

 議長選出後、小沢道夫代表世話人・事務局長が経過報告・活動方針を提起しました。小沢氏は、

①岸田内閣や改憲勢力を包囲するため、職場・地域の草の根からの改憲反対の世論づくり、明文・

解釈両面からの改憲攻撃について学習と話し合いを行います。②「九条の会」の輪をもっともっと

大きくし、ゆるぎない改憲反対の多数派を形成します。③交流集会を開き、お互いの経験に学び励

まし合います。④「戦争法」「安保関連 3文書」による「戦争する国づくり」に反対する諸行動に

参加します。と 4点の活動方針。そして、当面の行動として、2月 11 日の 2・11 集会、5月 3日の

憲法集会(北浦和公園)、6月 4日のオール埼玉総行動への参加。さらに国会要請・9、19 日行動等

の各種集会への参加、「平和、いのち、暮らしを壊す大軍拡、大増税に反対する請願署名」に全力

でとりくむことなどを提案しました。 

 意見交流では、3名が発言。「盲学校九条の会」の代表は、「国会行動が大好きで参加している、

もっと多くの仲間と参加したい。先日の集会で地元選出の国会議員への要請行動の大切を学んだ。

埼玉選出の国会議員への要請等にも取り組みたい」と語りました。もう一人の同会の女性は、盲学

校の生徒が戦争中に兵隊さんから飴玉をもらおうと並んでいたら、自分だけもらえず、「僕にも頂

戴」と言ったら、「お前はめくらだから、お国のためにならん」と飴玉をくれなかったとの話を語

り、また生徒らが親にお願いし、沖縄を訪問し、懸命に点字で記録を取るなど平和について学んだ

話を語り、大軍拡の危険な時であり、憲法を守りいかし平和な社会実現を目指し奮闘したいと語り

ました。また、元高校の教師の女性は、「地元の上尾で共同センターの仲間と 9の日宣伝行動など

に取り組んでいる。それらの行動には 3野党が来てくれる。今後も地元で憲法を守る行動に奮闘し

たい」と語りました。 

 総会終了後に、同会の会員でもある憲法会議事務局長の高橋信一が「草の根からの共同・共闘を

広げ、大軍拡、大増税、改憲を阻止しよう」とのテーマで、講演しました。 


